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 由布市告示第９号 

  平成30年第１回由布市議会定例会を次のとおり招集する 

     平成30年２月21日 

                                由布市長 相馬 尊重 

 １ 期 日  平成30年２月28日 

 ２ 場 所  由布市議会議事堂 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

佐藤 孝昭君         髙田 龍也君 

坂本 光広君         吉村 益則君 

田中 廣幸君         加藤 裕三君 

平松惠美男君         太田洋一郎君 

野上 安一君         加藤 幸雄君 

工藤 俊次君         鷲野 弘一君 

甲斐 裕一君         溝口 泰章君 

渕野けさ子君         佐藤 人已君 

田中真理子君         工藤 安雄君 

長谷川建策君         佐藤 郁夫君 

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

                    なし 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成30年 第１回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成30年２月28日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                        平成30年２月28日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 市長の施政方針 

 日程第５ 請願・陳情について 

 日程第６ 報告第１号 専決処分の報告について 

 日程第７ 報告第２号 専決処分の報告について 

 日程第８ 報告第３号 例月出納検査の結果に関する報告について 

 日程第９ 報告第４号 定期監査の結果に関する報告について 

 日程第10 議案第１号 市営住宅未払家賃に関する訴え提起前の和解について 

 日程第11 議案第２号 由布市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定 

める条例の制定について 

 日程第12 議案第３号 由布市高校生等医療費の助成に関する条例の制定について 

 日程第13 議案第４号 由布市介護保険条例の一部改正について 

 日程第14 議案第５号 由布市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、 

設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 

 日程第15 議案第６号 由布市指定地域密着型介護予防サービスの事業に係る申請者の要件並 

びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につ 

いて 

 日程第16 議案第７号 由布市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運 

営に関する基準等を定める条例の制定について 

 日程第17 議案第８号 由布市国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第18 議案第９号 由布市国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第19 議案第10号 由布市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

 日程第20 議案第11号 由布市寡婦医療費助成に関する条例の一部改正について 

 日程第21 議案第12号 由布市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基 
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準を定める条例の一部改正について 

 日程第22 議案第13号 由布市子ども医療費助成事業基金条例の一部改正について 

 日程第23 議案第14号 由布市都市公園条例の一部改正について 

 日程第24 議案第15号 由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第25 議案第16号 由布市立幼稚園の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第26 議案第17号 市道路線（中堂線）の認定について 

 日程第27 議案第18号 市道路線（七倉線）の認定について 

 日程第28 議案第19号 市道路線（高津野１号線）の認定について 

 日程第29 議案第20号 市道路線（高津野２号線）の認定について 

 日程第30 議案第21号 市道路線（東石松六所線）の認定について 

 日程第31 議案第22号 市道路線（上市無田３号線）の認定について 

 日程第32 議案第23号 市道路線（柿原中学校２号線）の認定について 

 日程第33 議案第24号 平成２９年度由布市一般会計補正予算（第５号） 

 日程第34 議案第25号 平成２９年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第35 議案第26号 平成２９年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 日程第36 議案第27号 平成２９年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第37 議案第28号 平成２９年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第38 議案第29号 平成２９年度由布市水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第39 議案第30号 平成３０年度由布市一般会計予算 

 日程第40 議案第31号 平成３０年度由布市国民健康保険特別会計予算 

 日程第41 議案第32号 平成３０年度由布市介護保険特別会計予算 

 日程第42 議案第33号 平成３０年度由布市後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第43 議案第34号 平成３０年度由布市簡易水道事業特別会計予算 

 日程第44 議案第35号 平成３０年度由布市農業集落排水事業特別会計予算 

 日程第45 議案第36号 平成３０年度由布市健康温泉館事業特別会計予算 

 日程第46 議案第37号 平成３０年度由布市水道事業会計予算 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 市長の施政方針 



- 4 - 

 日程第５ 請願・陳情について 

 日程第６ 報告第１号 専決処分の報告について 

 日程第７ 報告第２号 専決処分の報告について 

 日程第８ 報告第３号 例月出納検査の結果に関する報告について 

 日程第９ 報告第４号 定期監査の結果に関する報告について 

 日程第10 議案第１号 市営住宅未払家賃に関する訴え提起前の和解について 

 日程第11 議案第２号 由布市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定 

める条例の制定について 

 日程第12 議案第３号 由布市高校生等医療費の助成に関する条例の制定について 

 日程第13 議案第４号 由布市介護保険条例の一部改正について 

 日程第14 議案第５号 由布市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、 

設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 

 日程第15 議案第６号 由布市指定地域密着型介護予防サービスの事業に係る申請者の要件並 

びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につ 

いて 

 日程第16 議案第７号 由布市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運 

営に関する基準等を定める条例の制定について 

 日程第17 議案第８号 由布市国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第18 議案第９号 由布市国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第19 議案第10号 由布市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

 日程第20 議案第11号 由布市寡婦医療費助成に関する条例の一部改正について 

 日程第21 議案第12号 由布市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基 

準を定める条例の一部改正について 

 日程第22 議案第13号 由布市子ども医療費助成事業基金条例の一部改正について 

 日程第23 議案第14号 由布市都市公園条例の一部改正について 

 日程第24 議案第15号 由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第25 議案第16号 由布市立幼稚園の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第26 議案第17号 市道路線（中堂線）の認定について 

 日程第27 議案第18号 市道路線（七倉線）の認定について 

 日程第28 議案第19号 市道路線（高津野１号線）の認定について 

 日程第29 議案第20号 市道路線（高津野２号線）の認定について 

 日程第30 議案第21号 市道路線（東石松六所線）の認定について 
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 日程第31 議案第22号 市道路線（上市無田３号線）の認定について 

 日程第32 議案第23号 市道路線（柿原中学校２号線）の認定について 

 日程第33 議案第24号 平成２９年度由布市一般会計補正予算（第５号） 

 日程第34 議案第25号 平成２９年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第35 議案第26号 平成２９年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 日程第36 議案第27号 平成２９年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第37 議案第28号 平成２９年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第38 議案第29号 平成２９年度由布市水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第39 議案第30号 平成３０年度由布市一般会計予算 

 日程第40 議案第31号 平成３０年度由布市国民健康保険特別会計予算 

 日程第41 議案第32号 平成３０年度由布市介護保険特別会計予算 

 日程第42 議案第33号 平成３０年度由布市後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第43 議案第34号 平成３０年度由布市簡易水道事業特別会計予算 

 日程第44 議案第35号 平成３０年度由布市農業集落排水事業特別会計予算 

 日程第45 議案第36号 平成３０年度由布市健康温泉館事業特別会計予算 

 日程第46 議案第37号 平成３０年度由布市水道事業会計予算 

────────────────────────────── 

出席議員（20名） 

１番 佐藤 孝昭君        ２番 髙田 龍也君 

３番 坂本 光広君        ４番 吉村 益則君 

５番 田中 廣幸君        ６番 加藤 裕三君 

７番 平松惠美男君        ８番 太田洋一郎君 

９番 野上 安一君        10番 加藤 幸雄君 

11番 工藤 俊次君        12番 鷲野 弘一君 

13番 甲斐 裕一君        14番 溝口 泰章君 

15番 渕野けさ子君        16番 佐藤 人已君 

17番 田中真理子君        18番 工藤 安雄君 

19番 長谷川建策君        20番 佐藤 郁夫君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 
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────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 首藤 康志君        書記 一野 英実君 

書記 小川 晃平君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 相馬 尊重君   教育長 ……………………… 加藤 淳一君 

総務課長 ………………… 奈須 千明君   財政課長 …………………… 一尾 和史君 

総合政策課長 …………… 漆間 尚人君                        

監査事務局長兼選挙管理委員会事務局長 ………………………………………… 田邉 祐次君 

会計管理者 ……………… 佐藤 久生君   建設課長 …………………… 大嶋 幹宏君 

水道課長 ………………… 大久保隆介君                        

福祉事務所長兼福祉課長 …………………………………………………………… 佐藤 公教君 

健康増進課長 …………… 生野 浩一君   子育て支援課長 …………… 馬見塚量治君 

保険課長 ………………… 佐藤 厚一君   商工観光課長 ……………… 衛藤 浩文君 

挾間振興局長兼地域振興課長 ……………………………………………………… 森下 祐治君 

庄内振興局長兼地域振興課長 ……………………………………………………… 八川 英治君 

湯布院振興局長兼地域振興課長 …………………………………………………… 右田 英三君 

教育次長兼教育総務課長 …………………………………………………………… 板井 信彦君 

消防長 …………………… 江藤 修一君   代表監査委員 ……………… 大塚 裕生君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（佐藤 郁夫君）  皆さん、おはようございます。これより平成３０年第１回由布市議会定

例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は２０人です。定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を

開きます。 

 執行部より、市長、教育長、関係課長及び代表監査委員の出席を求めています。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第１号により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（佐藤 郁夫君）  まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、５番、田中廣幸君、６番、加
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藤裕三君の２名を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第２、会期の決定を議題とします。 

 本定例会の会期は、本日から３月２３日までの２４日間といたしたいと思います。御異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 郁夫君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から３月２３日

までの２４日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸報告 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第３、諸報告を行います。 

 まず、議長報告については、今期定例会前までの分をお手元に資料として配付いたしておりま

すので、お目通しをしていただき報告とさせていただきます。 

 次に、市長の行政報告を求めます。市長。 

○市長（相馬 尊重君）  皆様、おはようございます。平成３０年第１回定例会の開会に当たりま

して、議員の皆様方には公私ともに大変お忙しい中、御出席をいただきまして、心から感謝を申

し上げます。 

 また、本定例会において提案いたしますことにしております報告４件、議案３７件につきまし

ては、どうか慎重な御審議をお願いいたしますとともに、何とぞ御賛同いただきますようお願い

申し上げます。 

 さて、お手元に行政報告をお配りしております。御一読いただきますようお願いする次第でご

ざいますけれども、少しお時間をいただきまして、幾つかの項目について詳細な報告を申し上げ

ます。 

 まず、１２月２２日に、日出生台演習場にて、今回で通算１３回目の実施となります在沖縄米

海兵隊実弾射撃訓練に対しまして、大分県、由布市、九重町、玖珠町の４者による協議を大分県

庁にて行ったところです。 

 １２月２４日には、昨年の熊本大分地震により甚大な被害を受け、閉鎖を余儀なくされており

ました由布市狭霧台園地の営業再開安全祈願祭に出席をいたしました。 

 １２月２６日には、本庁舎に日出生台演習場米軍実弾射撃訓練対策本部を開設した後、九州防

衛局に対して四者協議会として、協定の遵守や安全管理の徹底、適切な情報開示、実弾射撃時間

と滞在期間の短縮などを要請いたしました。あわせて由布市として、ゆふいん観光への影響を初
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め、少しでも市民に迷惑が及ばないよう夜間と休日の訓練自粛についても強く要望したところで

ございます。 

 １２月２８日は、年末夜警実施中の消防団員の皆様へのお礼と激励のため巡視を行いました。

各方面隊とも積極的な取り組みをいただき、市民の安心安全が図られたところでございます。 

 また、１月１９日には、庄内総合運動公園にて、消防団員の士気高揚と資質向上を目的とした

由布市消防団特別点検を実施いたしました。 

 １月２３日には、広瀬大分県知事に由布市役所本庁舎へお越しいただき、由布市の現状や課題

等を御説明申し上げながら課題解決に向けた政策協議を行ったところであります。 

 １月２８日には、日出生台演習場周辺自治区である若杉自治区内に現地連絡所を設け、演習期

間中の市民の安心と安全の確保に取り組んだところでございます。 

 ２月７日には、佐藤議長とともにＪＲ九州大分支社を訪れ、さきのダイヤ改正に伴う減便に対

して、増便を念頭に置いたダイヤ改正を求める要望書を提出いたしました。 

 ２月１９日から２３日までの５日間、県内を舞台に、県内一周大分合同駅伝競走大会が開催さ

れました。第６０回という記念の大会に由布市は今回総合１２位、そして悲願のＣ部優勝並びに

躍進１位を勝ち取ることができました。選手並びに関係者の皆様の努力に敬意と感謝を申し上げ

る次第です。 

 次に、５,０００万円以上の工事請負契約につきましては、平成２９年１２月１９日以降、契

約案件はございませんでしたので、よろしくお願いいたします。 

 以上、行政報告といたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長の行政報告が終わりました。 

 次に、由布大分環境衛生組合議会の報告をお願いします。由布大分環境衛生組合議会議長、工

藤安雄君。 

○由布大分環境衛生組合議会議長（工藤 安雄君）  皆さん、おはようございます。由布大分環境

衛生組合議長の工藤安雄です。平成３０年第１回由布大分環境衛生組合議会が開催されましたの

で、その概要について報告をいたします。 

 平成３０年第１回定例会が、２月１６日午前１０時から開催されました。 

 会期は当日１日限りとし、議事事件としては、報告１件、議案２件が上程されました。 

 審議結果でございますが、報告第１号、平成２９年度定期監査報告について、代表監査委員の

大塚裕生氏から定期監査を平成３０年１月１８日の１日間、松下監査委員と２名で監査を実施し

たとの報告がありました。 

 監査意見といたしまして、関係帳簿は適正に整備もしくは管理されている。また、労務管理に

おいて現状は問題ないが、し尿処理センターの機械器具の故障やトラブルなど緊急を要する事案
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に対処する職員については、今後も労務管理の徹底を図り、施設の管理運営等に万全な体制を図

っていくことを求めたとの審査報告がなされました。 

 次に、議案第１号、平成２９年度由布大分環境衛生組合一般会計補正予算（第２号）について、

歳入歳出予算の総額にそれぞれ３,５７１万７,０００円を減額し、予算総額を６億２,９１３万

７,０００円と定めるものです。 

 歳入は、予算の見直しによる由布市、大分市の清掃費負担金の減額が主なものであります。歳

出は、衛生費の佐野清掃センター大規模改修事業分担金やし尿処理施設の整備委託料の入札減に

よる委託費などの減額が主なものであります。慎重審議の結果、全員の賛成で可決。 

 最後に、議案第２号、平成３０年度由布大分環境衛生組合一般会計予算についてであります。 

 歳入歳出予算の総額は、それぞれ５億９,１４２万円とするものであります。前年対比は

９.７％で、金額にして６,３５６万１,０００円の減額予算となっております。歳入の主なもの

は、由布市、大分市からの清掃費負担金とごみ収集手数料であります。歳出は、衛生費のごみ処

理費は平成３０年度は職員１名減に伴う人件費や職員の手当の減額であります。また、し尿処理

費で処理施設点検整備委託料の減額が主なものであります。公債費は、平成３０年度第２処理場

施設建設に伴う起債償還金の元金、利子ともに支払いが完了するため減額となっております。 

 慎重審議の結果、議案２件とも全員の賛成で可決いたしました。 

 詳細につきましては、資料といたしまして事項別明細書を添付しておりますので御一読願いた

いと思います。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  由布大分環境衛生組合議会の報告が終わりました。 

 次に、広域連合議会の報告をお願いします。大分県後期高齢者医療広域連合議会議員、野上安

一君。 

○大分県後期高齢者医療広域連合議会議員（野上 安一君）  それでは、平成３０年大分県後期高

齢者医療広域連合議会の第１回定例会が開催されましたので、お手元の資料に基づきまして御報

告いたします。 

 会議結果。会議名、平成３０年度大分県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会。開会日時

は平成３０年２月２２日、午後１時３０分、１日間でした。場所は大分市大分県医師会館６階会

議室、出席人員、定数２６名ですが、１名の欠席がございました。 

 議事日程及び議案内容について御説明いたします。 

 まず、議案１号、大分県後期高齢者医療広域連合副広域連合長の選任についての同意がありま

した。前広域副連合長の前玖珠町長、朝倉浩平氏の任期満了に伴い、新たに日出町長の本田博文

氏の選任について、議会の同意について全員一致で同意したものでございます。 
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 なお、御承知のように、連合長は佐藤大分市長、副連合長、市部門では長野別府市長、今回、

町村部門で朝倉氏にかわり日出町長の本田氏が副連合長に選任されたものです。 

 議案２号、平成２９年度大分県後期高齢者医療広域特別会計補正予算（第２号）の件につきま

しては、補正金額は１億１,２３６万４,０００円を減額し、補正後の予算総額を２,００６億

６,３６６万４,０００円としたものです。 

 議案３号、平成３０年度大分県後期高齢者医療広域連合の一般会計予算につきましては、総予

算の規模を９億１,６１３万４,０００円としたものでございます。歳入は、構成市町村からの事

業負担金８億６,９５３万９,０００円、財政調整基金の繰入金４,６５３万６,０００円としたも

のです。歳出は、総務費２億４,１４９万円などとなっております。 

 裏面を見てください。議案４号につきましては、平成３０年度大分県後期高齢者医療広域連合

特別会計の予算についてでございます。医療費の伸びを考慮した上で、保険料等の財源を確保す

ることを基本とした予算編成となっております。予算総額は１,９２０億６,５００万円となって

おります。歳入は構成市町村からの負担金２９９億９,０００万円などとなっております。歳出

は保険給付費１,７９９億２,０００万円などとなっております。 

 議案５号、大分県後期高齢者医療広域連合個人情報保護条例の一部改正について、内容につき

ましては、個人情報保護法及び行政機関個人情報保護法の改正に伴い、所要の改正が行われる必

要があったために改正をされました。 

 次に、議案６号、大分県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正につ

いて、本件は、国の諸法令の改正に伴い、広域連合の事務執行上必要な改正のため、一部改正を

行ったものでございます。 

 以上、１件の同意と５議案について上程され、全議案とも同意が可決されたことについて御報

告申し上げます。 

 なお、各議案の詳細資料は、当方にございますので、必要な議員は申し出ください。 

 以上で終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  広域連合議会の報告が終わりました。 

 以上で、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．市長の施政方針 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第４、市長の施政方針をお願いします。市長。 

○市長（相馬 尊重君）  平成３０年第１回市議会定例会の開会に当たり、平成３０年度の予算案

を初め、重要な案件の御審議をお願いするこの機会に、私が市政に臨む基本的な考え方、さらに

予算案に対する方針について述べさせていただきます。 
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 昨年１０月の市長選挙におきまして、私は市民の皆様から温かい御支援、御支持をいただき、

由布市政の運営を担うこととなりました。改めて衷心より感謝申し上げますとともに、その重責

に身の引きしまる思いをいたしております。市長という要職を拝命し、さらに皆様のお話を伺う

につれ由布市の現状を把握し、これからの由布市のあるべき姿を全力で追及してまいりたいと考

えております。 

 ここで、さきの定例会におきまして、私の市政運営に対する考えとして所信表明をさせていた

だきました。「五つの想い」について、基本的な考え方や政治姿勢、取り組む事業などについて

述べさせていただきます。 

 まず、１つ目は、「未来へ持続可能な行政運営について」です。 

 我が国の経済は、企業収益や有効求人倍率が上向き、個人消費の持ち直しが見られるなど、長

らく続いたデフレ状態からようやく脱却する兆しであると言われております。 

 一方で、本市を含め、地方を取り巻く状況を見ますと、個人所得の伸びは鈍く、税収入は伸び

悩み、とても好景気といえるものはないと思っております。加えまして、一本算定化に伴う地方

交付税の減額等により、市財政の厳しさはなお増すばかりでございます。 

 こうした状況にあり、平成３０年度の予算編成におきましては、将来の由布市を担う、将来の

市民に健全な由布市を引き継ぐため、持続可能な財政運営を推進することを第一義として、「身

の丈に合った予算と身の丈を超える成果」を目指すことといたしました。 

 そのため、職員に対しましては、事務事業費等の前年度比３％以上の削減と、既存事業につい

て廃止や縮減を踏まえた徹底的な検証を命じたところでございました。 

 その上で、私の強い思いであります安全・安心なまち、そして人を育む町の実現、医療・福祉

の充実、産業の振興、これらに係る事業につきましては、重視をしながら予算措置を行ったとこ

ろです。 

 また、将来の財政を圧迫する要因となります老朽化する公共施設の更新問題については、昨年

度策定いたしました公共施設総合管理計画において、現有施設の延べ床面積を３０％縮減するこ

とにしており、現在、個別施設計画の策定に取り組んでいるところです。 

 今後は、計画の沿った施設の長寿命化や統廃合、また、思い切った廃止等の方針について検討

してまいります。 

 ２つ目は、「安全・安心で快適なまちづくり」についてです。 

 あらゆる災害から市民の生命や財産を守ることは行政の最大の務めであり、災害に強いまちづ

くりの推進が重要となります。一昨年の熊本大分地震を経験した自治体として、その教訓を生か

しつつ、消防体制を含め、自助、共助、公助に基づく、災害に屈しない体制の整備に万全を期し

てまいります。 



- 12 - 

 温暖化等の影響で、近年、豪雨災害等も多発しており、過去の災害で明らかになった課題を検

証し、対策を具体化していきます。 

 そのため、自主防災組織への支援など、地域防災推進事業や被災者台帳システムの構築、また

高規格救急車両の計画的な整備や消防職員の技術力の養成、消防団員の装備の充実など、災害対

策環境整備を強力に進めてまいります。 

 また、快適なまちづくりのためには、快適な生活環境が必要となります。幹線道路、地域内道

路の整備や上水道施設の整備はもちろん、環境に配慮した豊かな水環境創出事業や花いっぱい運

動を初めとする環境活動を推進します。 

 ３つ目は、「人を育むまちづくり」です。 

 近年、由布市のみならず、核家族化、少子化の進行により、保護者の方の孤立傾向などから、

家庭や地域における子どもたちを育てる力が失われつつあるように思います。 

 県都大分市に隣接し、大分県のほぼ中央に位置する由布市にあって、この由布市で安心して子

育てをしてほしいとの思いから、子育てに関するあらゆる支援を可能な限り充実させてまいりま

す。 

 その思いを実現させるため、現行行っております中学３年生までの子ども医療費の無料化を平

成３０年度４月から高校生まで拡大をいたします。 

 また、待機児童解消のための施設整備補助に加え、地域での子育てサポート体制充実のための

予算を計上いたしました。 

 さらに、教育の質の向上を目指して、英語教育の推進や連携型中高一貫教育推進のための専属

教諭の配置、複式学級の解消や、子どもたちが安心して学べる環境づくりのため、学校、幼稚園

現場に支援教諭等の配置を行うとともに、不登校問題に対応する適応教室の環境整備や、スクー

ルソーシャルワーカーの配置といった子ども支援センターの充実を図るようにしております。 

 また、さまざまな地域でコミュニティの希薄化が進み、安心安全な暮らしに不安を抱えられる

市民の皆様が多いと感じております。今後、地域のまちづくり活動や小規模集落支援事業、地域

活力総合事業を通じて、コミュニティの再構築や地域の安心安全な暮らしを守り続けることがさ

らに重要になると考えております。 

 そのために、まず職員が先頭に立ち、使命感と責任感を持って、地域で学び、地域とともに行

動していく姿勢を示す必要があると思っております。地域に根差して物事を考え行動する職員、

人との結びつきを大切にする職員の育成に努めてまいります。 

 ４つ目は、「医療、福祉のまちづくり」です。 

 生涯にわたって健康づくりを進め、心身ともに健康で生活していくためには、自分の健康は自

分で守る意識の醸成が必要となります。 
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 由布市は、これまで「健康立市」を推進し、健康マイレージ事業や生活習慣病予防事業などを

展開してきました。今後も引き続き、さらなる健康の後押しとなる取り組みを進めることで、全

国トップレベルの健康寿命を持つ自治体となることを目指してまいります。 

 医療機関における個別健診受診の推進による受診率の向上を図るとともに、重症化が懸念され

る各種疾病の予防接種や、社会福祉士による総合相談窓口、保健師による保健指導、水中運動な

どの各種健康教室の開催等、健康づくりのための支援体制を充実し、身体はもちろん、心の健康

づくりを支える環境整備を推進いたします。 

 さらに、高齢者の健康悪化や福祉課題へ対応するため、在宅医療と介護の情報連携体制の構築

を図るとともに、見守り支援や地域での支え合いといった連携・協働を図ってまいります。 

 また、何らかの理由により、日々の生活を送る上で支障のある方々につきましても、高齢者や

身障者、子育て世帯へのリフォーム補助や医療費の助成、あるいはひとり親家庭、生活困窮者の

ための就労支援といった、真に公助を必要とする方々への支援はしっかりと行ってまいりたいと

考えております。 

 ５つ目は、「産業振興のまちづくり」です。 

 安全でおいしい農産物は大きな財産であり、由布市の大きな魅力の１つです。農業の基盤であ

ります水田はもちろん、梨を初めとする園芸作物等、都市近郊農業のさらなる振興に取り組み、

さらに由布ブランドの構築のため、特産品のＰＲ戦略にも努めてまいります。 

 また、生産性を高めるための基盤整備として、農業水利施設や用排水路、ハウスなどの施設整

備を進めるとともに、新規就農者に対する支援を充実させ、農業振興を図ってまいります。 

 農林業振興の妨げとなる有害鳥獣被害については、年々その被害が拡大していることから、捕

獲事業費を増額し、被害の低減に努めてまいります。 

 いま一つの主要な産業である観光については、いまだ震災の影響をぬぐい切れていない状況が

否めません。ことし、来年に開催される国民文化祭やラグビーワールドカップなどで、大分県は

内外からお客様を迎えることになりますが、人や物、情報の往来で経済は活性化するものと思い

ます。この機を逃さず、平成３０年４月にオープンいたします、ＴＩＣ、ツーリストインフォ

メーションセンターを拠点として、行ってみたくなる由布市観光の情報発信を積極的に行ってま

いります。 

 さらに、由布市の力強い経済の実現のため、引き続きプレミアムつき商品券の発行や、商店街

のにぎわい創出事業を継続し、市内企業の大多数を占める中小企業と、地域に根差した自営業者

の皆様との対話を重ね、実効性の高い支援を行うため、企業交流会を開催するなど、市内企業、

事業者とのネットワークを築きたいと考えています。 

 以上、平成３０年度の市政運営に当たりましての私の所信の一端を述べさせていただきました。 
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 今後とも、議員皆様を初め、市民皆様と真摯に語り合い、ここ由布市に住み、由布市で暮らし

続けたいと思っていただける「地域自治を大切にした住みよさ日本一のまち・由布市」の実現の

ため、公平・公正な行政運営を念頭に、第２次由布市総合計画の基本理念であります連携と協働、

創造と循環による、市民の皆様が誇れるまちづくりに全身全霊を込めて取り組んでまいる覚悟で

ございます。 

 議員各位を初め、市民の皆様には、なお一層の御支援と御指導、そして由布市の未来を担う建

設的かつ実践的な御意見を賜りますよう、心からお願いを申し上げまして、平成３０年度の施政

方針とさせていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長の施政方針が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．請願・陳情について 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、日程第５、請願・陳情についてを議題とします。 

 議会事務局長に、請願・陳情の朗読を求めます。議会事務局長。 

○事務局長（首藤 康志君）  事務局長です。それでは、お手元に配付の請願並びに陳情文書表に

より朗読いたします。 

 なお、請願者、陳情者、紹介議員の氏名につきましては、敬称を略させていただきます。また、

付託委員会名は略させていただきます。 

 まず請願から読み上げます。 

 受理番号１、件名、市道編入に関する請願について、請願者、湯布院町川上１６７５番地、津

江自治委員佐藤省一、紹介議員、野上安一。 

 受理番号２、件名、市道認定に関する請願について、請願者、湯布院町乙丸区、乙丸区長後藤

久生ほか１名、紹介議員、長谷川健策、溝口泰章、加藤裕三。 

 受理番号３、件名、湯布院町乙丸３自治区宮園下エリアの集中豪雨時の道路環境改善を求める

請願、請願者、湯布院町乙丸３、乙丸３自治委員立川孝男ほか１名、紹介議員、長谷川健策、溝

口泰章、加藤裕三。 

 受理番号４、件名、湯布院町由布院駅前水路の改修整備について、請願者、湯布院乙丸２、乙

丸２自治委員大久保克彦ほか３名、紹介議員、長谷川健策、溝口泰章、加藤裕三。 

 次に、陳情を読み上げます。 

 受理番号１、件名、公助・共助の移動サービスを行政と市民とがともに考える仕組みを求めま

す、陳情者、湯布院町川上、もっと便利なコミュニティバスを考える会、共同代表有馬義二ほか

１名。 

 受理番号２、件名、スクール車両を校区の子どもたちと住民のために活用してください、陳情
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者は受理番号１と同じであります。 

 受理番号３、件名、高齢者が希望する地域で「予約制枝道送迎」の実験開始を求めます、陳情

者は受理番号１と同じであります。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  ただいまの請願４件、陳情３件については、会議規則第１４１条の規定

により、お手元に配付の請願、陳情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．報告第１号 

日程第７．報告第２号 

日程第８．報告第３号 

日程第９．報告第４号 

日程第１０．議案第１号 

日程第１１．議案第２号 

日程第１２．議案第３号 

日程第１３．議案第４号 

日程第１４．議案第５号 

日程第１５．議案第６号 

日程第１６．議案第７号 

日程第１７．議案第８号 

日程第１８．議案第９号 

日程第１９．議案第１０号 

日程第２０．議案第１１号 

日程第２１．議案第１２号 

日程第２２．議案第１３号 

日程第２３．議案第１４号 

日程第２４．議案第１５号 

日程第２５．議案第１６号 

日程第２６．議案第１７号 

日程第２７．議案第１８号 

日程第２８．議案第１９号 

日程第２９．議案第２０号 

日程第３０．議案第２１号 
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日程第３１．議案第２２号 

日程第３２．議案第２３号 

日程第３３．議案第２４号 

日程第３４．議案第２５号 

日程第３５．議案第２６号 

日程第３６．議案第２７号 

日程第３７．議案第２８号 

日程第３８．議案第２９号 

日程第３９．議案第３０号 

日程第４０．議案第３１号 

日程第４１．議案第３２号 

日程第４２．議案第３３号 

日程第４３．議案第３４号 

日程第４４．議案第３５号 

日程第４５．議案第３６号 

日程第４６．議案第３７号 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、本定例会に提出されました、日程第６、報告第１号から、日程第

９、報告第４号までの報告４件、日程第１０、議案第１号から、日程第４６、議案第３７号まで

の議案３７件について一括上程します。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは早速ですけれども、上程されました議案につきまして一括して

提案理由を御説明いたします。 

 本定例会で御審議をお願いいたします案件は、報告４件、議案３７件でございます。 

 まず、報告第１号、専決処分の報告については、市道の管理瑕疵により、自動車に損害を与え

たことによる和解及び損害賠償を、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したこと

について、同条第２項の規定により報告するものでございます。 

 報告第２号、専決処分の報告については、公用車の交通事故による和解及び損害賠償を、地方

自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したことについて、同条第２項の規定により報告

するものでございます。 

 報告第３号、例月出納検査の結果に関する報告について及び、報告第４号、定期監査の結果に

関する報告については監査委員による監査報告ですので、代表監査委員より報告をいたします。 

 次に、議案第１号、市営住宅未払家賃に関する訴え提起前の和解については、市営住宅の未払
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家賃の支払い等について、民事訴訟法第２７５条第１項の規定に基づき、訴え提起前の和解の申

し立てを行うことについて、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

 議案第２号、由布市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の

制定については、介護保険法の改正により、平成３０年４月１日から居宅介護支援事業所に係る

権限が大分県から由布市に移譲されるものによるものでございます。 

 議案第３号、由布市高校生等医療費の助成に関する条例の制定については、高校生に係る医療

費を助成することにより、疾病の早期発見と治療を促進し、高校生の保健の向上を図るとともに、

子育て応援施策の１つとして制定するものでございます。 

 議案第４号、由布市介護保険条例の一部改正については、介護保険法施行規則の改正に伴い、

条例の改正を行うものでございます。 

 議案第５号、由布市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部改正について並びに、議案第６号、由布市指定地域密着型

介護予防サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める

条例の一部改正については、基準等の改正が行われたことにより条例の改正を行うものでござい

ます。 

 議案第７号、由布市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運営に関する

基準を定める条例の制定については、由布市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する

基準等を定める条例との整合性を図るため、全部改正を行うものでございます。 

 議案第８号、由布市国民健康保険税条例の一部改正については、国民健康保険財政の健全化を

図るために、国民健康保険税の基礎課税額等に係る所得割額、被保険者均等割額及び世帯均等割

額を改正することによるものでございます。 

 議案第９号、由布市国民健康保険条例の一部改正については、持続可能な医療保険制度を構築

するための国民健康保険法等の一部を改正する法律の公布に伴い、国民健康保険給付事務等の平

準化を図ることによるものでございます。 

 議案第１０号、由布市後期高齢者医療に関する条例の一部改正については、持続可能な医療保

険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律及び持続可能な医療保険制度を

構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係政令の整備に関する

政令の施行に伴い、必要な改正を行うものでございます。 

 議案第１１号、由布市寡婦医療費助成に関する条例の一部改正については、寡婦医療費の助成

割合等の見直しに伴い、必要な改正を行うものでございます。 

 議案第１２号、由布市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
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る条例の一部改正については、保険事業の運営に関する国の基準が改正されたことに伴い、必要

な改正を行うものでございます。 

 議案第１３号、由布市子ども医療費助成事業基金条例の一部改正については、高校生等医療費

助成事業及び子ども医療費助成事業の円滑な運営を図るため、必要な改正を行うものでございま

す。 

 議案第１４号、由布市都市公園条例の一部改正については、公園が帰属されたことにより、都

市公園として管理すること及び都市公園法施行令の改正によって、運動施設の敷地面積の割合の

上限を条例で定めるものでございます。 

 議案第１５号、由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正については、由布市立小学校規

模適正化推進計画に基づき、平成３１年３月末をもって、由布市立阿蘇野小学校を廃止し、西庄

内小学校に統合することに伴う条例の一部改正について、由布市市議会の議決に付すべき契約及

び特に重要な公の施設の廃止に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 議案第１６号、由布市立幼稚園の設置に関する条例の一部改正については、由布市立小学校規

模適正化推進計画に基づき、平成３１年３月末をもって、由布市立阿蘇野小学校を廃止すること

に伴い、休園中の由布市立阿蘇野幼稚園も同様に、平成３１年３月末をもって廃止し、由布市立

西庄内幼稚園に統合することに伴う条例の一部改正につきまして、由布市市議会の議決に付すべ

き契約及び特に重要な公の施設の廃止に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるも

のでございます。 

 次に、市道認定の議案７件について御説明いたします。 

 議案第１７号、市道路線（中堂線）の認定についてから、議案第２１号、市道路線（東石松六

所線）の認定については、請願採択による市道認定でございます。 

 議案第２２号、市道路線（上市無田３号線）の認定については、寄附による市道認定でござい

ます。 

 議案第２３号、市道路線（柿原中学校２号線）の認定については、中山間地域総合整備事業に

よる県からの移管に伴うものでございます。 

 議案第２４号、平成２９年度由布市一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出予算からそれぞ

れ６億４４３万８,０００円を減額し、予算総額を１８８億７,９９０万３,０００円にお願いす

るものでございます。 

 補正予算の主な内容としましては、歳入では、ふるさと納税について見込みにより３億

９,５００万円の減額を行っております。また、災害復旧事業費を初めとする各種事業費の確定

や実績見込みなどにより、分担金や国・県支出金、地方債を減額しております。 
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 歳出におきましては、由布院小学校のグラウンド整備事業費の補正をお願いしておりますが、

全般に事業費の確定及び決算見込み等による補正が主なもので、ふるさと納税の減額に伴う事務

費や基金積立額の減に加え、公債費の元利償還の減等により減額の補正となっております。 

 なお、あわせまして、繰越明許費としまして、道路整備事業など１９件の追加と農業用施設災

害復旧費１件の変更を、地方債補正につきましては、由布院小学校運動場整備事業１件の追加と

４件の廃止、１２件の変更をお願いをいたしております。 

 議案第２５号、平成２９年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、歳入歳出に

それぞれに１億９８０万６,０００円を追加し、予算総額を５０億５,９９２万４,０００円にお

願いするものでございます。 

 主なものは、歳入では、前期高齢者交付金の増額をするもので、歳出では、保険給付費及び基

金積立金の増額をするものでございます。 

 議案第２６号、平成２９年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、歳入歳出

からそれぞれ６７１万３,０００円を減額し、予算総額を４億３,８２１万２,０００円にお願い

するものであります。 

 主なものは、歳入では、繰入金の減額、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金の減額をす

るものでございます。 

 議案第２７号、平成２９年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、歳入歳出か

らそれぞれ１,９５６万６,０００円を減額し、予算総額を５億７９３万８,０００円にお願いす

るものでございます。主なものは、歳入では市債を減額するもので、歳出では建設改良費を減額

するものでございます。 

 議案第２８号、平成２９年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号）は、歳入歳出

それぞれに１７７万６,０００円を追加し、予算総額を６,４８０万３,０００円にお願いするも

のでございます。歳入では、使用料繰越金を増額するもので、歳出では健康温泉館費を増額する

ものでございます。 

 議案第２９号、平成２９年度由布市水道事業会計補正予算（第３号）は、収益的予算の主なも

のは、収益的収入では、その他営業収益及び長期前受金戻入を増額するもので、収益的支出では、

原水及び浄水費、総係費並びに減価償却費を減額し、配水及び給水費を増額するものでございま

す。 

 資本的予算の主なものは、資本的収入では企業債を減額し、工事請負金及び消火栓委託金を増

額するもので、資本的支出では、上水道施設費の請負工事費を減額するものでございます。 

 議案第３０号、平成３０年度由布市一般会計予算は、総額１７３億４１９万６,０００円とな

り、前年度当初と比較しまして６億１４３万８,０００円を減額し、率にして３.４％の減額予算
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となっております。 

 平成３０年度の予算編成に当たりましては、第２次由布市総合計画に掲げる将来像、地域自治

を大切にした住みよさ日本一のまちの実現に向けて、そして次世代の子や孫に健全なままの由布

市を引き継ぐため、持続可能な財政運営を推進することを第一義として、身の丈に合った予算と

身の丈を超える成果を目指すことといたしました。 

 そのため、事務事業費の前年度比３％以上の削減を実行すること、また、既存事業については

廃止や縮減を踏まえ、徹底的に検証すること、そして既存の実施計画事業や市民の安全にかかわ

る改修事業を除き、施設の新設及び大規模修理等の予算要求は凍結することを通知いたしました。

その上で、安全・安心・快適なまちづくり、人を育むまちづくり、そして医療・福祉の充実、産

業の振興にかかわる事業につきましては、これらを重視し予算措置を行ったところでございます。 

 予算の主な内容ですが、歳入におきましては、固定資産税や普通交付税の減に加え、財政調整

基金の繰り入れを抑えたことで、一般財源が２億６,０００万円ほど減じております。また、ふ

るさと納税について、現状を鑑み、前年度より４億１,０００万円ほど減額しております。 

 歳出の主な事業につきましては、総務費におきましては、湯布院複合施設の整備事業費や地域

まちづくり活動の推進事業費など、民生費におきましては、従前、中学生までとしておりました

対象者を高校生までとする子ども医療費助成事業の拡充や待機児童対策のための保育所活動事業

の推進、子育て支援センターや子育てサポートの充実を図る予算などをお願いしております。 

 農林水産事業費の主なものとしましては、特産品のブランディング推進費や新規就農者支援の

拡大のための予算を、また商工費につきましては、４月にオープンいたしますＴＩＣを核とした

観光プロモーション事業、商工振興活性化のための経済会議交流会の開催、創業支援事業などを

計上しております。 

 消防費では、Ｊアラート受信システムの設置費や高規格救急車両の整備事業費などを計上して

おり、教育費におきましては、学校施設の長寿命化を図るための計画策定費などを計上いたして

おります。 

 次に、議案第３１号、平成３０年度由布市国民健康保険特別会計予算は、総額を４１億

９,８９３万７,０００円で、前年度当初と比較して７億４,４８８万６,０００円の減額、率にし

て１５.１％の減となっております。 

 歳入では、国庫支出金及び前期高齢者交付金の減額、歳出では、共同事業拠出金の減額が主な

ものでございます。 

 議案第３２号、平成３０年度由布市介護保険特別会計予算は、総額を４２億７,２３２万

１,０００円で、前年度当初予算に比較して１億１,０７２万８,０００円の増額、率にして

２.７％の増となっておりまして、主に介護給付費の増額によるものでございます。 
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 議案第３３号、平成３０年度由布市後期高齢者医療特別会計予算は、総額を４億４,９８４万

３,０００円で、前年度当初と比較して７７２万５,０００円の増額、率にして１.７％の増とな

っております。 

 歳入では、後期高齢者医療保険料の増額、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金の増額が

主なものでございます。 

 議案第３４号、平成３０年度由布市簡易水道事業特別会計予算は、総額を４億５,７３１万

２,０００円で、前年度当初と比較して２,９３８万９,０００円の減額、率にして６％の減額と

なっております。 

 主に、建設改良費の減額によるものでございます。なお、水道使用量は１億３,０３７万

２,０００円を見込んでおります。 

 議案第３５号、平成３０年度由布市農業集落排水事業特別会計予算は、総額を９,３７２万

２,０００円で、前年度当初と比較しまして５７９万２,０００円の減額、率にして５.８％の減

となっております。 

 歳入では、主に一般会計からの繰入金を減額するもので、歳出では、主に給与管理費と公債費

の減額によるものです。 

 議案第３６号、平成３０年度由布市健康温泉館事業特別会計予算は、総額を６,３４５万

８,０００円で、前年度当初と比較しまして３８２万１,０００円増額、率にして６.４％の増と

なっております。 

 歳入では、繰入金を増額するもので、歳出では、主に燃料費や工事請負費など施設管理費の増

額によるものでございます。 

 議案第３７号、平成３０年度由布市水道事業会計予算は、業務の予定量を給水戸数

９,４４０戸、年間総給水量３１２万２,８１０立方メートル、１日平均給水量８,５５５立方

メートルとしております。 

 収益的予算では、収益的収入を５億９,７８２万８,０００円、収益的支出を６億２１５万円と

するものでございます。 

 収入の主なものは、給水収益４億４,７２６万４,０００円と、一般加入負担金で支出の主なも

のは、施設の運転及び維持管理等に伴う営業費用５億４,５６０万７,０００円と、営業外費用の

企業債利息でございます。 

 資本的予算では、資本的収入を１億２,７９８万２,０００円、資本的支出を３億４,３００万

３,０００円とし、収入額が支出額に対して不足する額２億１,５０２万１,０００円は過年度分

損益勘定留保資金で補填するものでございます。 

 収入の主なものは、企業債７,６６０万円と他会計補助金で、支出の主なものは請負工事費
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１億１,９９３万５,０００円と企業債償還金１億９,５１７万８,０００円でございます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明をいたしますので、何とぞ慎重なる御審議の上、御賛

同いただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長の提案理由の説明が終わりました。 

 ここで暫時休憩します。再開は１１時１０分とします。 

午前11時01分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 

 次に、報告第３号から報告第４号まで続けて報告を求めます。大塚代表監査委員。 

○代表監査委員（大塚 裕生君）  代表監査委員の大塚です。 

 それでは、報告第３号について御報告申し上げます。報告第３号、例月出納検査の結果に関す

る報告について、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、例月出納検査の結果に関する

報告を別紙のとおり提出する。平成３０年２月２８日、由布市代表監査委員、大塚裕生。 

 １ページから３ページに報告の内容を記載しております。地方自治法第２３５条の２第１項の

規定により、平成２９年９月分と１０月分の例月出納検査を１１月２４日に、また、１１月分、

１２月分の例月出納検査をそれぞれ１２月２５日、１月２５日に実施いたしました。 

 検査の対象は、会計管理者と企業出納員の保管する各月末日の現在の現金のあり高と出納状況

です。現金のあり高、出納関係諸表の係数の正確性の検証と現金出納事務が適正に行われている

かを検証いたしました。 

 検査の結果、資料の係数は諸帳票の係数と一致しており、適正に処理されていると認められま

した。 

 続きまして、報告第４号について御報告いたします。 

 報告第４号、定期監査の結果に関する報告について、地方自治法第１９９条第９項の規定によ

り、定期監査の結果に関する報告を別紙のとおり提出する。平成３０年２月２８日提出、由布市

代表監査委員、大塚裕生。 

 １ページから３ページに報告の内容を記載しております。地方自治法第１９９条第４項の規定

により、平成２９年度由布市の財務に関する事務の執行及び経営に係る事務の執行について、平

成３０年１月１５日から１月２６日まで監査を実施いたしました。 

 監査は、１ページに記載されている監査の着眼点に基づいて、各課から提出されました監査資

料により、所属長や担当者からの聞き取りや質疑を行うとともに、帳票等の照合や証拠書類の確

認を行いました。 
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 監査の結果、今回の監査の対象となる事務・事業は、おおむね適正に管理されていると認めら

れました。 

 ただし、２ページの（１）から（３）に記載している内容、まず１点目ですが、出勤簿などの

各帳簿の一部に記載事項の漏れ、次に、統一した現金の取り扱いに関する規定の整備、そして補

助金の支出に関する事務処理の適正化の３点について改善検討を求めました。 

 本庁舎方式に伴う組織再編から１年半が経過いたしましたが、各課からの組織の現状について

説明を受ける中で、特に地域振興局と地域振興局業務に関する課との連携については、それぞれ

に差が感じられました。本年度も各課の事務分担や問題点等についてヒアリングが実施されてい

るようですが、これからも適宜かつ継続的に問題点を洗い出し、検証、改善していくことにより、

効率的、効果的に事務事業が執行されることを期待したいと思っております。 

 また、昨年は熊本大分地震による災害復旧関連事業の増大に伴い、一部の職員の事務量が過重

となり、長期労働が問題になりました。その後、問題になるような長時間にわたる長期間労働は

確認されていませんが、長期間労働による過労死や心身の健康障害は深刻な社会問題となってい

ます。職員の労働実態を正確に把握して、適正な労務管理に努めていただきたいと思っておりま

す。 

 それから、各課の所管する懸案事項について、毎回同じ内容のものが見受けられます。安易に

先送りすることなく、内容の検証と解決に向けた取り組みを図っていただきたいと思っておりま

す。 

 最後になりますが、毎月の例月出納検査のときにも、各課の支出命令書などの出納書類の点検

を行っておりますが、毎回書類に不備が散見され、その都度、会計課を通じて指導を行ってもら

っております。今後、不適正な事務処理に対する有効なチェック体制を再構築し、職員一人一人

がコンプライアンスに対する意識を高めることで財務事務の信頼性の確保に向けた取り組みをお

願いしたいと思っております。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、ただいま上程されました各議案について、日程第３８、議案第

２９号まで詳細説明を求めます。 

 まず、報告第１号について詳細説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（奈須 千明君）  総務課長です。それでは、報告第１号について詳細説明をいたしま

す。 

 報告第１号、専決処分の報告について、地方自治法第１８０条第１項の規定により、和解及び

損害賠償の額を定めたことについて、同条第２項の規定により報告する。平成３０年２月２８日

提出、由布市長。 
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 次のページをお開きください。このページには、平成２９年１２月２５日付で専決処分を行っ

た専決処分書を添付しています。 

 事故の概要、和解条件等につきましては次のページに記載しているとおりですが、この事故の

当事者は記載のとおりでございます。 

 事故の概要は、平成２９年１１月５日午前９時００分ごろ、由布市湯布院町川上１２０番８地

先市道日出生台塚原線において、甲の管理する市道に段差ができており、乙の所有する自動車が

通過する際に、乙の車両に損害を与えた事故でございます。 

 和解条件につきましては、甲は乙に対し、過失割合６０％分に当たる本件交通事故に係る損害

賠償金の支払い義務があることを認め、これを支払うと定めたものでございます。末尾に写真を

添付しておりますので御参照くださるようお願いします。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、報告第２号について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（一尾 和史君）  財政課長です。報告第２号について詳細説明をさせていただきます。 

 報告第２号、専決処分の報告について、地方自治法第１８０条第１項の規定により、和解及び

損害賠償の額を定めたことについて、同条第２項の規定により報告する。平成３０年２月２８日

提出、由布市長。 

 １枚めくっていただきまして、左のページです。平成３０年２月１４日付で、専決処分を行い

ました専決処分書を添付しています。 

 事故の当事者、和解条件等及び事故の概要等につきましては、右のページに記載のとおりとな

っております。 

 事故の概要につきましては、平成３０年１月２５日午後３時４０分ごろ、大分市王子町１２番

地付近の市道交差点におきまして、甲の車両が丁字路を一時停止後、左折しようとしたところ、

左方向から直進してきた乙の自転車に接触、自転車の前輪のホイール等に損害を与えた事故とな

りました。 

 和解条件につきましては、市は乙に対し、本件事故に係る一切の損害賠償金の支払い義務があ

ることを認めまして、損害賠償の額を１万８,０９０円と定めたものでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１号について詳細説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（大嶋 幹宏君）  建設課長です。議案第１号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第１号、市営住宅の未払い家賃に関する訴え提起前の和解について、市営住宅の未払い家

賃の支払い等について、別記のとおり、民事訴訟法第２７５条第１項の規定による申し立てを行

い和解をしたいので、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により議会の議決を求める。 
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平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 次のページをお開きください。申立人は由布市で、相手方は記載しております市営住宅入居者

でございます。 

 和解の理由といたしまして、相手方は市営住宅の家賃を長期間滞納しており、未払い家賃を一

括で支払うことが困難な状況にあります。本来であれば退去を命ずるところでございますが、相

手方は居住の継続を希望しており、即決和解をしたい旨の申し出がありましたので、裁判所へ和

解の申し立てを行うものでございます。管轄裁判所は大分簡易裁判所でございます。 

 和解の内容につきましては、記載のとおりでございます。 

 なお、和解内容を履行しなかった場合は、契約が解除となり、市営住宅を退去するというもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第２号について詳細説明を求めます。健康増進課長。 

○健康増進課長（生野 浩一君）  健康増進課長でございます。それでは、議案第２号の詳細説明

をさせていただきます。 

 議案第２号、由布市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の

制定については、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等

に関する法律（平成２６年法律第８３号）の施行による介護保険法（平成９年法律第１２３号）

の改正により、平成３０年４月１日から、居宅介護支援事業所に係る権限が大分県から由布市に

移譲されたことによる新たな条例を定めるものでございます。 

 権限移譲に伴いまして、介護保険給付のかなめであるケアプランを作成する居宅介護支援事業

所の指定権限、当該事業所の介護報酬算定に係る審査事務などを行うこととなります。 

 制度改正による改正内容は、医療と介護の連携などが盛り込まれたものとなっております。 

 以上で、議案第２号の詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第３号について詳細説明を求めます。子育て支援課長。 

○子育て支援課長（馬見塚量治君）  子育て支援課長です。議案第３号の詳細説明をいたします。 

 議案第３号、由布市高校生等医療費の助成に関する条例の制定について、由布市高校生等医療

費の助成に関する条例を別記のように定める。平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面をお願いいたします。由布市高校生等医療費の助成に関する条例でございます。 

 第１条は、目的となってございます。 

 第２条は、用語の定義です。高校生等については、１５歳になった最初の４月１日から１８歳

になった最初の３月３１日までの間のものとなります。 

 第３条では、助成の対象者で、市内に住所を有する高校生等の保護者となります。 
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 第４条は、対象者の制限で、就職をし保護者の扶養を外れたときや婚姻した場合を対象外とし

ております。 

 第５条は、助成の内容としている保険対象分の一部負担金分を助成するものとしています。 

 第６条以下につきましては、受給資格者証や助成の方法、助成の制限等の内容を規定いたして

おります。 

 附則といたしまして、施行期日を平成３０年４月１日としております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第４号から議案第７号まで続けて詳細説明を求めます。健康

増進課長。 

○健康増進課長（生野 浩一君）  健康増進課長です。それでは、議案第４号から議案第７号まで

一括して詳細説明をさせていただきます。 

 まず、議案第４号、由布市介護保険条例の一部改正については、由布市第７期介護保険事業計

画と平成２９年厚生労働省令第１３５号による介護保険法施行規則（平成１１年厚生労働省令第

３６号）の改正に伴い、平成３０年度から平成３２年度の介護保険料を定めるものでございます。 

 第７期介護保険料は、標準段階で月額４９５円の増、年額で５,９４０円の増となります。こ

れは高齢化率の増及び介護を必要とする方の増加などによるものからでございます。加えて今回

の制度改正において介護報酬のプラス改定、平成３１年１０月からの消費増税、介護職員の処遇

改善に係る費用などが制度改正上における増額の要素となっております。 

 続きまして、議案第５号、由布市指定地域密着型介護予防サービスの事業に係る申請者の要件

並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正については、基準省令の改正

に伴い、条例を改正するものです。 

 改正内容につきましては、介護医療院創設に伴うもの、身体的拘束等の適正化の推進及び地域

共生社会の実現に向けた取り組みの推進として、障がい福祉の指定を受けた事業所について、介

護保険の地域密着型通所介護の指定を受ける場合の基準の特例を設けたことなどになっておりま

す。 

 次に、議案第６号、由布市指定地域密着型介護予防サービスの事業に係る申請者の要件並びに

人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正についても、議案第５号と同じく、

基準省令の改正に伴い、条例を改正するものでございます。 

 改正内容につきましては、介護医療院創設に伴うもの、身体的拘束等の適正化の推進を図るも

のとなっております。 

 最後に、議案第７号、由布市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運営

に関する基準等を定める条例の制定についてです。 
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 これは、議案第２号の条例と整合性のあるものとするために、既存の由布市指定介護予防支援

の事業に係る申請の要件並びに人員及び運営に関する基準等を定める条例の全部を改正いたしま

す。 

 制度改正による改正内容は、議案第２号と同じく、医療と介護の連携などが盛り込まれたもの

となっております。 

 以上で、議案第４号から議案第７号までの詳細説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第８号から議案第１０号まで続けて詳細説明を求めます。保

険課長。 

○保険課長（佐藤 厚一君）  保険課長です。議案第８号から第１０号まで一括して詳細説明をし

ます。 

 議案第８号について、まず御説明いたします。議案第８号、由布市国民健康保険税条例の一部

改正について。由布市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別記のように定める。平成

３０年２月２８日提出、由布市長。 

 今回の一部改正は、国民健康保険財政の健全化を図るため、国民健康保険の税率を改定するも

のであります。 

 次のページをごらんください。このページは改正分になります。内容につきましては、新旧対

照表により御説明いたしますが、下段に附則として、第１条でこの条例の施行については平成

３０年４月１日からとし、第２条で経過措置を規定しております。 

 それでは、新旧対象表のほうをお願いします。左側が改正前、右側が改正案でございます。下

に線を引いている部分がそれぞれの改正部分でございます。 

 国民健康保険税は、医療給付分、後期高齢者支援分及び介護納付金分、以上の３つ部分から構

成されていますが、それぞれにおいて所得割額、被保険者均等割額、世帯平等割額の合算額が国

民健康保険税として世帯に課税される仕組みになっております。 

 まず、医療給付分ですが、第４条では、所得割、現行９.２５％を９.３５％に、第６条で、被

保険者均等割額、被保険者１人につき、現行２万２,０００円を２万３,３００円に改正するもの

でございます。第６条の２では、世帯平等割額についてでございます。 

 次のページをお開きください。世帯平等割、現行２万円を２万２００円に、特定世帯、これは

国保世帯から後期高齢者医療に移行したことにより国保加入者が１人だけの世帯になった方で

５年間に限り、特定世帯と言いますが、世帯平等割額については現行１万円を１万１００円に、

特定継続世帯、これは特定世帯の期間を満了した世帯を３年間に限り特定継続世帯と言いますが、

現行１万５,０００円を１万５,１５０円に改正するものでございます。 

 続きまして、介護納付金でございますが、まず第９条では、所得割額、現行１.６％を１.８％
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に、第１０条の２で被保険者均等割額、被保険者１人につき、現行５,５００円を６,５００円に

改正するものでございます。第１０条の３では世帯平等割額についてでございます。世帯平等割

額、現行３,５００円を３,８００円に改正するものです。 

 続きまして、保険税の被保険者均等割額及び世帯平等割額に係る軽減額でございます。第

２２条の１号については、７割軽減に係る部分でございます。 

 アにつきましては、医療分給付に係る被保険者均等割額の軽減額でございますが、被保険者

１人につきまして、減ずる額が現行１万５,４００円を１万６,３１０円に改正するものでござい

ます。 

 イにつきましては、医療給付分に係る世帯平等割額の軽減額でございますが、次のページをお

開き願います。現行１万４,０００円を１万４,１４０円に、特定世帯につきましては、現行

７,０００円を７,０７０円に、特定継続世帯につきましては、現行１万５００円を１万６００円

に改正するものでございます。 

 オにつきましては、介護納付金分に係る被保険者均等割額の減額でございますが、被保険者

１人につきまして、減ずる額が現行３,８５０円を４,５５０円に、カにつきましては、介護納付

金に係る世帯平等割額の減額でございますが、現行２,４５０円を２,６６０円に改正するもので

ございます。 

 第２号については、５割軽減に係る部分でございます。 

 アにつきましては、医療給付分に係る被保険者均等割額の減額額でございますが、被保険者

１人につきまして、減ずる額が現行１万１,０００円を１万１,６５０円に、イにつきましては、

医療給付分に係る世帯平等割額の減額でございますが、現行１万円を１万１００円に、特定世帯

につきましては、現行５,０００円を５,０５０円に、特定継続世帯につきましては、現行

７,５００円を７,５７５円に改正するものでございます。 

 引き続き、オにつきましては、介護納付金分に係る被保険者均等割額の減額額でございますが、

被保険者１人につきまして減ずる額が、現行２,７５０円を３,２５０円、カにつきましては、介

護納付金分に係る世帯平等割額の減額額でございますが、現行１,７５０円を１,９５０円に改正

するものであります。 

 第３号につきましては、２割軽減に関する部分でありますが、アにつきましては医療分でござ

いますが、均等割額、被保険者１人につきまして、現行４,４００円を４,６６０円に、イにつき

ましては、世帯平等割額でございますが、現行４,０００円を４,０４０円に、特定世帯につきま

しては、現行２,０００円を２,０２０円に、特定継続世帯につきましては、現行３,０００円を

３,０３０円に改正するものでございます。 

 次のページでございますが、オにつきましては、介護納付金分に係る被保険者均等割額の減額
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額でございますが、現行１,１００円を１,３００円に、カにつきましては、介護納付金分に係る

世帯平等割額でございますが、現行７００円を７６０円に改正するものであります。 

 次の第２３条及び附則第２１号につきましては、既定の整備でございます。 

 以上でございます。 

 引き続き、議案第９号について御説明いたします。議案第９号、由布市国民健康保険条例の一

部改正について、今回の改正は国保制度改革に伴い、国民健康保険給付事務の標準化を図ること

による改正でございます。 

 次のページをごらんください。このページは改正分を載せていますが、改正の内容につきまし

てですが、国民健康保険では給付事務として、被保険者が死亡されて葬儀が行われた場合には、

喪主の方に葬祭費を支給することとなっておりますが、その支給金額につきまして、大分県内で

今回統一されたことにより、現行３万円を２万円に改正するものであります。 

 下段に附則として、この条例の施行については平成３０年４月１日からとし、第２条で経過措

置を規定しております。あと、次のページは新旧対照表でございます。 

 最後に、議案第１０号について御説明いたします。議案第１０号、由布市後期高齢者医療に関

する条例の一部改正についてでございますが、この条例は、高齢者の医療を構築するための国民

健康保険法等の一部改正に伴いまして、所要の整備を行う必要が生じたことによる、由布市の後

期高齢者医療に関する条例の一部を改正するものでございます。 

 １枚めくっていただき、新旧対照表をごらんいただきたいとおもいます。 

 第３条では、保険料を徴収すべき被保険者についての規定がされております。改正の内容は、

国民健康保険法の住所地特例の適用を受けて由布市の国民健康保険被保険者とされている者が後

期高齢者医療制度に加入した場合には、当該住所地特例の適用を引き継いで、引き続き由布市、

本市が保険料を徴収すべきとすることであります。 

 この条例の施行につきましては、平成３０年４月１日からとしております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１１号から議案第１３号まで続けて詳細説明を求めます。

子育て支援課長。 

○子育て支援課長（馬見塚量治君）  子育て支援課長でございます。議案第１１号から議案第

１３号まで続けて詳細説明をいたします。 

 議案第１１号、由布市寡婦医療費助成に関する条例の一部改正について、由布市寡婦医療費助

成に関する条例の一部を改正する条例を別記のように定める。平成３０年２月２８日提出、由布

市長。 

 裏面をごらんください。第１条といたしまして、条例第４条の助成割合を２分の１から３分の
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１にするものでございます。 

 第２条といたしまして、条例第２条の対象者の年齢を７５歳未満から６０歳以上７５歳未満と

するものでございます。 

 附則といたしまして、第１条については、平成３０年８月１日から、第２条については、平成

３１年８月１日からの施行といたしております。 

 次に、議案第１２号です。議案第１２号、由布市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、由布市特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を別記のように定める。平成３０年２月

２８日提出、由布市長。 

 裏面をお願いいたします。今回、内閣府令により、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準の改正に伴うものでございます。 

 まず第８条では、支給認定証の交付が任意になったことによるものでございます。 

 第１５条では、認定こども園法が改正されまして、項がずれたことによる改正でございます。 

 次に、議案第１３号です。議案第１３号、由布市子ども医療費助成事業基金条例の一部改正に

ついて、由布市子ども医療費助成事業基金条例の一部を改正する条例を別記のように定める。平

成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面をごらんください。この基金を高校生等医療費助成事業にも活用できるように、条例の題

名と第１条を改正するものでございます。題名を由布市子ども及び高校生等医療費助成事業基金

条例に、第１条に、高校生等医療費助成事業を加えるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１４号について詳細説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（大嶋 幹宏君）  建設課長です。議案第１４号について詳細説明を申し上げます。 

 議案第１４号、由布市都市公園条例の一部改正について、由布市都市公園条例の一部を改正す

る条例を別記のように定める。平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 次のページの新旧対照表をごらんください。これは都市公園施行令が平成２９年６月１５日に

改正され、都市公園の運動施設の敷地面積基準を地方公共団体で条例で定めるようになったこと

から、新たに６条の２を追加して、敷地面積に対する運動施設の敷地面積の割合を１００分の

５０とするものでございます。 

 また、第２６条につきましては、土地公園法に基づきます条ずれの改正でございます。 

 なお、別表第１につきましては、公園が帰属されたことによりまして、都市公園として由布市

が管理予定でございます由布市上市無田１号公園、それと由布市上市無田２号公園を新たに追加

するものでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１５号から議案第１６号まで続けて詳細説明を求めます。

教育次長。 

○教育次長兼教育総務課長（板井 信彦君）  教育次長でございます。議案第１５号及び１６号に

つきまして詳細説明をいたします。 

 議案第１５号、由布市立小学校の設置に関する条例の一部改正について、由布市立小学校の設

置に関する条例の一部を改正する条例を別記のように定める。平成３０年２月２８日提出、由布

市長。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表をお願いいたします。平成３１年３月末をもって、

由布市立阿蘇野小学校を閉校するに当たりまして、別表２条の表中より同項を削除するものでご

ざいます。 

 施行日につきましては、平成３１年４月１日としております。 

 続きまして、議案第１６号、由布市立幼稚園の設置に関する条例の一部改正について、由布市

立幼稚園の設置に関する条例の一部を改正する条例を別記のように定める。平成３０年２月

２８日提出、由布市長。 

 １枚めくっていただきます、お願いいたします。新旧対照表のほうをお願いいたします。平成

３１年３月末をもって、休園中であります由布市立阿蘇野幼稚園を閉園するに当たりまして、同

条の第２条の表中より同園を削除するものでございます。 

 施行日につきましては、平成３０年４月１日としております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第１７号から議案第２３号まで続けて詳細説明を求めます。

建設課長。 

○建設課長（大嶋 幹宏君）  建設課長です。それでは、議案第１７号から議案第２３号について

一括して説明申し上げます。 

 まず、議案第１７号です。議案第１７号、市道路線（中堂線）の認定について、市道路線を次

のように認定したいので、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、中堂線、起点、由布市庄内町柿原１８５番１４地先、終点、由布市庄内町柿原

１２５番地先、平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面の位置図をごらんください。図面左上の市道柿原中学校線を起点といたしまして、図面右

下の柿原１２５番地先に通じる延長３８３.９メートルの道路を新たに市道として管理するもの

です。 

 なお、本議案は、平成２６年第４回定例会で市道認定の請願が採択された路線でございます。 
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 続きまして、議案第１８号、市道路線（七倉線）の認定について、市道路線を次のように認定

したいので、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、七倉号線、起点、由布市庄内町大龍１２３２番１地先、終点、由布市庄内町大龍

１０８２番３地先、平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面の位置図をごらんください。図面右側の市道内川野畑線を起点といたしまして、図面左側

の市道下田七倉線に通じる延長５５７.７メートルの道路を新たに市道として管理するものです。 

 この議案につきましては、平成２８年第３回定例会で市道認定の請願が採択された路線でござ

います。 

 続きまして、議案第１９号、市道路線（高津野１号線）の認定について、市道路線を次のよう

に認定したいので、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、高津野１号線、起点、由布市庄内町渕２３２２番３地先、終点、由布市庄内町渕

２３０６番地先、平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面の位置図をごらんください。図面右側の市道仁瀬小袋線を起点といたしまして、図面中央

の市道高津野線に通じる延長１７８.６メートルの道路を新たに市道として管理するものです。 

 なお、この議案につきましては、平成２８年第４回定例会で市道認定の請願が採択された路線

でございます。 

 続きまして、議案第２０号、市道路線（高津野２号線）の認定について、市道路線を次のよう

に認定したいので、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、高津野２号線、起点、由布市庄内町渕２１５２番１地先、終点、由布市庄内町渕

２１５８番２地先、平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面の位置図をごらんください。図面左上の市道仁瀬小袋線を起点として、図面左下の市道高

津野線に通じる延長２１３.９メートルの道路を新たに市道として管理するものです。 

 なお、本議案につきましては、平成２８年第４回定例会で市道認定の請願が採択された路線で

ございます。 

 続きまして、議案第２１号、市道路線（東石松六所線線）の認定について、市道路線を次のよ

うに認定したいので、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、東石松六所線、起点、由布市湯布院町川南３２１番２地先、終点、由布市湯布院町川

南２５２番２地先、平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面の位置図をごらんください。図面左側の市道六所線を起点として、図面右側の湯布院病院

正門前の市道六所線に通じる延長２６４.５メートルの道路を新たに市道として管理するもので

す。 

 なお、この議案につきましては、平成２８年第４回定例会で市道認定の請願が採択された路線
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でございます。 

 続きまして、議案第２２号、市道路線（上市無田３号線）の認定について、市道路線を次のよ

うに認定したいので、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、上市無田３号線、起点、由布市挾間町挾間６２９番５地先、終点、由布市挾間町挾間

６２９番１１地先、平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面の位置図をごらんください。図面中央の市道向原野田線を起点といたしまして、図面右側

の挾間６２９番１１地先に通じる延長９０.６メートルの道路を新たに市道として管理するもの

でございます。 

 なお、本議案につきましては、宅地分譲の開発に伴って、市へ寄附された公衆用道路を市道認

定するものでございます。 

 続きまして、議案第２３号、市道路線（柿原中学校２号線）の認定について、市道路線を次の

ように認定したいので、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、柿原中学校２号線、起点、由布市庄内町柿原２１０番２地先、終点、由布市庄内町柿

原３２番１地先、平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 裏面の位置図をごらんください。図面左下の由布市商工会前の市道柿原中学校線を起点として、

図面右上の庄内中学校正門前の市道柿原中学校線に通じる延長５６８.３メートルの道路を新た

に市道として管理するものでございます。 

 なお、この議案につきましては、中山間地域の総合整備事業で整備された柿原集落道を県から

の移管に伴いまして、市道認定するものでございます。 

 以上で、議案第１７号から議案第２３号の詳細説明を終わります。どうかよろしくお願いいた

します。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第２４号について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（一尾 和史君）  財政課長です。議案第２４号について詳細説明をさせていただきま

す。 

 補正予算書をお願いいたします。議案第２４号、平成２９年度由布市一般会計補正予算（第

５号）、平成２９年度由布市の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ６億４４３万８,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１８８億７,９９０万３,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条、繰越明許費の追加及び変更は、第２表繰越明許費補正による。 

 第３条、地方債の追加、廃止及び変更は、第３表地方債補正による。平成３０年２月２８日提
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出、由布市長。 

 １枚めくっていただきまして、１ページに第１表歳入歳出予算補正を載せております。４ペー

ジの歳出合計まで歳出入の款項ごとに補正額を計上しております。 

 ５ページをお開きください。第２表繰越明許費補正です。道路整備事業や災害復旧費など

１９件の追加と農業用施設災害復旧費１件の変更をお願いしております。なお、補正予算と一緒

にお配りをしております補正予算の概要の１５ページに繰り越しの理由を掲載しておりますので、

後ほど御参照いただければと思います。 

 右側６ページをお願いいたします。第３表、地方債補正です。湯布院小学校運動場整備事業の

追加、そして市道改良事業４件の廃止、次の７ページで観光情報発信拠点整備事業など１２件の

変更となっております。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。ここからは事項別の明細書になります。 

 １１ページからの歳入につきまして、特定財源として歳出科目に充てられますものは、歳出の

ところで説明をさせていただきます。 

 一般財源となりますもの、まず１２ページ、３款利子割交付金から８款自動車取得税までの各

種交付金でございます。いずれも２９年度交付額の確定見込みによるものです。 

 １４ページをお願いいたします。下段、一番下になります。１５款２項７目災害復旧費国庫補

助金、公立社会教育施設の災害復旧費補助金ですが、一昨年の熊本大分地震により被災した湯布

院公民館やスポーツセンターなど社会教育施設の復旧事業費に対して、激甚災害法に基づき３分

の２の助成を受けるものでございます。事業としては２８年度に完了しておりますので、一般財

源の扱いとしております。 

 １８ページをお開きください。４段目になります。１８款１項１目寄附金の一般寄附は一般財

源となります。 

 その下、５段目、１９款１項１目基金繰入金の財政調整基金は、当初から財源不足の対応のた

めに取り崩しをしておりましたが、今補正の収支により繰入額を減じております。 

 続きまして、２０ページをお願いいたします。一番上です。２１款５項３目区分２の障がい者

福祉費過年度収入、過年度収入でございますので一般財源となります。 

 次のページをお願いいたします。２１ページからは歳出になります。各事業または各科目内で

の給与管理費におきましては、事業費等の確定見込みによる補正となっております。大きく増減

いたしますものを中心に説明をさせていただきます。 

 ２４ページをお願いいたします。２段目です。２款１項５目財産管理費の区分１、ふるさとふ

れあい交流施設管理事業にありますように、今回、新電力おおいたへ移行した施設については、

光熱水費増額の予算計上を行っております。従前、電気使用料の３月分は、検針日が４月になり
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ますことから新年度での予算計上を行っておりましたが、新電力おおいたでの検針日が各月の末

日となりますことから、３月分の支払いが必要となったものでございます。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 企画費、中ほど、区分５の未来ふるさと寄附金推進事業です。今回歳入の指定寄附金で計上し

ておりますふるさと納税を実績見込みにより３億９,５００万円減額したことに伴いまして、取

り扱い業務の委託料などを減額するものでございます。 

 ちょっと飛びますが、３４ページをお願いいたします。３款１項３目障がい者福祉費の区分２、

自立支援事業の増額ですが、育成医療、更生医療の給付費及び介護医療費や介護給付費などの見

込みの増によるものとなっております。 

 ３６ページをお願いいたします。３段目、６目介護保険事務費の区分１、介護基盤整備事業に

つきましては、市内の介護施設が行いますスプリンクラーの設置費の補助金となっております。

財源は全額国庫支出金が充てられております。 

 ３８ページをお願いいたします。下段になります。２項２目子育て支援費、保育所活動推進事

業ですが、保育園に係る人件費等の助成になります。給付費の見込み増による増額となりますが、

基準単価に基づく国県の補助金が充てられております。 

 ４０ページをお願いいたします。中段、４款１項２目母子保健費、区分１、子ども医療費助成

事業ですが、３０年度から始める予定としております高校生の医療費助成に伴うシステムの改修

費をお願いしております。 

 ４４ページをお願いいたします。中段、４款３項１目上水道施設費の繰出金の増ですが、消火

栓の設置及び修理に係るものとなっております。 

 ４６ページをお願いいたします。下段になります。６款１項３目農業振興費、区分１、農業振

興地域整備促進事業ですが、本年度から行っております計画策定業務について、アンケートの集

計分析や計画図の作成といった業務を追加するため、委託料の増額予算を計上しております。あ

わせまして、明許繰越の補正もお願いしております。 

 ２つ下、区分３農村交流施設維持管理事業の減額は、陣屋の村に係る修繕工事費となっており

ます。 

 ５０ページをお願いいたします。下段です。２項１目林業振興費、区分２、鳥獣被害総合対策

事業は、イノシシ、鹿の捕獲頭数の実績見込み増による補助金の増となっております。負担割合

に応じた県の補助金がございます。 

 ５６ページをお願いいたします。８款２項２目道路新設改良費、道路整備事業の区分１、社会

資本整備事業の工事負担金４,０００万円ほどの増額ですが、中依大南線など市道改良に伴うＪ

Ｒ委託工事分などとなっております。 
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 その下、区分２、防衛調整交付金事業は、八山線の改良事業に伴う補償費の増額です。 

 その下、区分３の辺地対策委託料の増は、そうづ川朴木線の設計測量費となっております。 

 ２つ下、区分５、単独事業については、事業費の調整を図る中で、向原別府線や北方中央線な

どの工事費を増額しております。 

 ６０ページをお願いいたします。中段です。９款１項３目災害対策費、熊本大分地震対応事業

ですが、国の支援金を受けることになった被災者４名の方の住宅再建支援事業費の県補助金の返

還金を計上しております。 

 ６２ページをお願いいたします。一番下、１０款２項１目小学校施設管理事業の工事費ですが、

水が引かずに使用ができなくなっている湯布院小学校運動場の排水機能を向上させるものとなっ

ております。夏休みまでの工事の完成が望まれますことから、今補正予算で計上をお願いするも

のでございます。財源は合併特例債を予定をしております。あわせまして、繰越明許費もお願い

をしておる事業でございます。 

 ６６ページをお願いいたします。一番下、１０款３項３目教育振興費の学校生活支援事業です。

ソフトテニスの九州大会並びにジュニアオリンピックソフトボールの部に出場する中学生への補

助となっております。 

 ７０ページをお願いいたします。７０ページ、１番下、１０款６項４目文化財保護費の文化振

興事業での増額は、全国太鼓ジュニアコンクールに出場する小中学生への補助並びに経費となっ

ております。 

 次、７２ページをお願いいたします。２段目、１０款７項１目保健体育総務費の区分１、各種

大会補助金は、バドミントンとバトントワリングの全日本選手権大会に出場する小中学生への補

助になります。 

 ７６ページをお願いいたします。下段です。１３款２項１目基金費、区分１、基金積立事業で

す。先ほど説明をいたしましたふるさと納税の減額に伴う未来ふるさと基金積み立ての減額、そ

して、まちづくり自販機基金への増、１番下ですが、将来の公債費負担に備えるため、減債基金

への１億４,０００万円の積み立てを行う予定としております。 

 以上で、議案第２４号の詳細説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで暫時休憩します。再開は１３時ちょうどとします。 

午後０時02分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 

 次に、議案第２５号から議案第２６号まで続けて詳細説明を求めます。保険課長。 
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○保険課長（佐藤 厚一君）  保険課長です。議案第２５号、２６号の詳細説明をさせていただき

ます。 

 まず、議案第２５号です。議案第２５号、平成２９年度由布市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）、平成２９年度由布市の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億９８０万

６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５０億５,９９２万４,０００円

とする。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 事項別明細書６、７ページをお願いします。１款国民健康保険税３９８万８,０００円の減額

ですが、２９年度の見込みによる減額でございます。 

 ５款１項国庫負担金１目療養給付費等負担金５,１５５万８,０００円、２目高額医療費共同事

業負担金６６３万１,０００円の減額と、２項国庫補助金１目の区分１、普通調整交付金

５,２６５万４,０００円の減額、区分２、特別調整交付金３３３万２,０００円の増額は、額の

決定や変更申請に基づくものでございます。 

 ２目システム開発費等補助金の制度関係業務準備費事業補助金２,５２１万４,０００円の減額

は、国保標準システムの改修業務経費の確定による減額でございます。 

 ６款１項療養給付費交付金３,０４８万５,０００円の増額です。退職者医療制度交付金決定額

が見込みより増額になったためと、前年度の退職者交付金が確定し、交付済み額を上回ったため

の増額です。 

 ７款１項、前期高齢者交付金３億４,２５６万７,０００円の増額です。前期高齢者交付金決定

額が見込みより増額になったためです。 

 次のページをお開きください。８款１項県負担金、高額医療費共同事業医療費拠出金６６３万

１,０００円の減額、２項県補助金、区分１、普通調整交付金８５９万７,０００円の減額、区分

２、特別調整交付金１,８８９万８,０００円の増額は、実績等による変更申請による増減であり

ます。 

 １０款１項共同事業交付金、１億１,６３１万６,０００円の減額であります。高額医療費の共

同事業交付金の決定額が２,７０５万９,０００円増加、保険財政共同安定化事業交付金の決定額

は１億４,３３７万５,０００円減少いたしました。 

 １３款繰入金１,３８８万７,０００円の減額です。国保の標準システムの導入経費、保険事業

費等の減額分であります。 
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 続きまして、歳出につきまして御説明します。 

 次のページをお開きお願いします。１款１目一般管理費２,１１８万７,０００円の減額です。

これは、１３節委託料のうち国保電算処理システム２,１３３万円の減額が主なものですが、

３０年度制度改革に伴い導入される国保標準システム改修事務費の額が決定されたことによる減

額でございます。 

 ２款１目一般被保険者療養給付費は１億５２万９,０００円の増となっております。療養給付

費は、被保険者は減少傾向にありますが医療費は伸びております。 

 ２目退職被保険者療養給付費は、被保険者数は平成２７年度より新規の適用がないため減少傾

向になっており３３２万円の減額となっております。 

 次のページをお開き願います。２款１項３目一般被保険者療養費４８６万８,０００円及び

２項１目一般被保険者高額療養費は２,３８７万２,０００円の増となっております。先ほど申し

ましたように、医療費のほうは昨年度に比べて増加傾向にあるための増額でございます。 

 ２目退職被保険者高額療養費につきましては、新規の適用が２７年度ではないため、年々減少

していくことによる７８万５,０００円の減額でございます。 

 次のページをお開きください。６款介護納付金３,５２８万４,０００円の減額です。今年度の

介護納付金の決定通知による減額でございます。 

 ７款１項１目高額医療費共同事業拠出金２,６５２万６,０００円の減額です。２目保険財政共

同安定化事業拠出金１億３,７９４万５,０００円の減額です。ともに今年度の決定通知による減

額でございます。 

 次のページをお願いいたします。８款１項１目特定健康診査等業務委託分３２０万円の減額、

２項１目保健衛生普及費２３万８,０００円の減額、これはともに実績に基づく見込みを出した

上での減額となります。 

 ９款基金積立金２億８３４万７,０００円の増額です。 

 次のページをお願いいたします。１１款諸支出金６７万５,０００円の増額でございます。特

定健診保健指導等の前年度実績に基づき、国庫返還金が３８万９,０００円、県費返還金が

２８万６,０００円の返還が生じたものでございます。 

 以上が歳出の説明になります。 

 続きまして、議案第２６号の詳細説明を申し上げます。議案第２６号、平成２９年度由布市後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、平成２９年度由布市の後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６７１万３,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億３,８２１万２,０００円とする。２項、
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歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

第１表歳入歳出予算補正による。平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 事項別明細書６から７ページをお願いいたします。まず、歳入でございます。１款１項後期高

齢者広域連合の保険料でございますが、見込みによる減額で１４４万７,０００円の減額となっ

ております。 

 ３款１項２目保険基盤安定繰入金は、変更申請による減額で５２６万６,０００円の減となっ

ております。 

 次に、歳出です。８から９ページをお願いいたします。２款１項１目後期高齢者医療広域連合

納付金、１９節負担金補助及び交付金、保険料等負担金は、歳入の保険料及び基盤安定繰入金の

減額に伴うものです。６７１万３,０００円の減額となります。 

 以上で、議案第２６号の詳細説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第２７号について詳細説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（大久保隆介君）  水道課長でございます。 

 議案第２７号について詳細説明をいたします。議案第２７号、平成２９年度由布市簡易水道事

業特別会計補正予算（第４号）、平成２９年度由布市の簡易水道事業特別会計補正予算（第

４号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１,９５６万６,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億７９３万８,０００円とする。第２項、歳入歳出予算の

補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳

出予算補正による。 

 第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正による。平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 内容につきましては、事項別明細書にて主なものを御説明させていただきます。 

 まず、７、８ページをお開きください。歳入でございます。２款１項１目水道使用料の減額補

正につきましては、現年度分の減額と滞納繰越分の実績と見込みによるものでございます。 

 次に、２款２項１目基金繰入金８５５万円の減額補正につきましては、歳入補正によるもので

ございます。 

 ７款２項１目雑入、この増額補正につきましては、消費税の還付金８８０万２,０００円の増

額と大分県の工事に伴います配水管移設工事の補償費６６０万円の減額によるものでございます。 

 ２目過年度収入、この増額補正につきましては、市道改良に伴います配水管仮設工事の補償費

で繰越事業によるものでございます。 

 ８款１項１目簡易水道事業債１,４６０万円の減額補正につきましては、各工事の入札減など

による事業費の減額によるものでございます。 
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 次に、９、１０ページをお開きください。歳出でございます。１款１項２目維持管理費

１８９万１,０００円の増額補正につきましては、配水管などの漏水修理などによるものでござ

います。３目建設改良費、１５節の工事請負費、この減額補正につきましては、入札減などによ

るものでございます。 

 １３ページは地方債の調書でございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第２８号について詳細説明を求めます。健康増進課長。 

○健康増進課長（生野 浩一君）  健康増進課長でございます。それでは、議案第２８号の詳細説

明をさせていただきます。 

 議案第２８号、平成２９年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号）、平成２９年

度由布市の健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７７万６,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,４８０万３,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出予算補正による。平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 内容を御説明いたします。事項別明細書の６ページ、７ページをお願いいたします。まず、歳

入でございます。１款１項１目使用料１１７万４,０００円は研修棟の使用料でございます。繰

入金６０万２,０００円は一般会計繰入金でございます。 

 次に、８ページ、９ページをお願いいたします。歳出でございます。１款１項１目の一般管理

費１０９万１,０００円の減額につきましては、共済費、報償費の不用額でございます。１款

１項２目の施設管理費２８６万７,０００円は、需用費の増額と委託料の減額分でございます。 

 以上で健康温泉館事業特別会計補正予算（第２号）の詳細説明を終わります。よろしくお願い

いたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  次に、議案第２９号について詳細説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（大久保隆介君）  水道課長でございます。 

 議案第２９号について詳細説明をいたします。議案第２９号、平成２９年度由布市水道事業会

計補正予算（第３号）。 

 第１条、平成２９年度由布市水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 第２条、平成２９年度由布市水道事業会計予算（第３条）に定めた収益的収入及び支出の予定

額を次のとおり補正する。 

 次に、款の項目と補正予定額と計のみを読み上げさせていただきます。収入、第１款水道事業

収益、補正予定額１０８万８,０００円、計５億９,９６２万３,０００円、支出、第２款水道事
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業費用、補正予定額マイナス１,０３７万８,０００円、計５億８,４５９万２,０００円。 

 第３条、予算第４条本文括弧書き中、不足する額２億１,９２９万６,０００円を不足する額

２億１,１８６万７,０００円に、過年度分損益勘定留保資金２億１,９２９万６,０００円を過年

度分損益勘定留保資金２億１８６万７,０００円に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のと

おり補正する。 

 ２ページをお開きください。収入、第３款資本的収入、補正予定額マイナス２,６３０万

１,０００円、計１億４,５１８万８,０００円、支出、第４款資本的支出、補正予定額マイナス

３,３７３万円、計３億５,７０５万５,０００円。 

 第４条、予算第６条中、起債の目的、湯布院水道設備監視システム構築工事、限度額３,６８０万

円を３,２４０万円に、挾間地域配水管更新工事４,８３０万円を２,６６０万円に、湯布院地域

配水管更新工事３,８５０万円を２,９９０万円に改める。 

 第５条、予算第１０条中、３,８２９万１,０００円を４,０５７万円に改める。１、上水道事

業６３１万８,０００円。平成３０年２月２８日提出、由布市長。 

 詳細につきましては、補正予算説明書で御説明させていただきます。６ページをお開きくださ

い。収益的収入でございます。１款１項３目の４節不良消火栓修理一般会計補助金の増額補正に

つきましては、実績によるものです。３項３目１節長期前受金戻入の増額補正につきましては、

実績値によるものでございます。 

 ７ページをごらんください。収益的支出でございます。２款１項１目原水及び浄水費の減額補

正につきましては、挾間浄水場の汚泥処理及び活性炭入れかえ業務委託料並びに薬品費の実績と

見込みによるものでございます。 

 ２目配水及び給水費の増額補正につきましては、配水管の修繕費が主なものでございます。 

 ４目総係費の減額補正につきましては、料金システム改修委託料が主なものでございます。 

 ５目減価償却費の減額補正につきましては、平成２８年度の実績値によるものでございます。 

 ８ページをお開きください。資本的収入でございます。３款１項１目企業債の減額補正につき

ましては、入札減などによります事業費の減額によるものでございます。２項１目工事負担金の

増額補正につきましては、これは道路改良工事等の関係上、負担していただける延長が延びたこ

とによるものでございます。 

 ９ページをごらんください。資本的支出でございます。４款１項１目上水道施設費の減額補正

につきましては、発注時の見直しや入札減などによるものでございます。 

 １０ページには、地方債の調書、１１ページは給与明細書でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  議案第２９号までの詳細説明が終わりました。 
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 なお、議案第３０号から議案第３７号までは、予算特別委員会にて詳細説明を受けます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次回の本会議は、３月５日午前１０時から一般質問を行います。 

 なお、一般質問通告書追加分の提出締め切りは、あすの正午までとなっていますので厳守をお

願いいたします。 

 本日はこれにて散会します。御苦労さまでございました。 

午後１時22分散会 

────────────────────────────── 

 


